
第２期ＥＳＤ国内実施計画では、ユース同士のコミュニティづくり、ＥＳＤ支援のためのネット
ワーク機能の発揮などが重点としてあげられています。一方、ＥＳＤの推進の拠点であるユネス
コスクールには、ユネスコ協会やＪＩＣＡなど、さまざまなステークホルダーの支援によって、
実践内容を充実させてきました。そこで、この大会では、ＥＳＤを充実させるためのステークホ
ルダーの関与の在り方を再確認し、ユネスコスクールのさらなる発展のための成果と課題を明ら
かにしていきます。

令和４年度文部科学省委託事業「ユネスコ未来共創プラットフォーム事業」

ユネスコスクール九州・沖縄ブロック大会

ESDで育つ場面を明確にするユネスコスクールの実践
～ウェルビーイング実現のためのESDの役割～

【お問い合わせ先】福岡教育大学連携推進課
TEL：0940-35-1238／E-mail：trenkei@fukuoka-edu.ac.jp

主催 文部科学省、日本ユネスコ国内委員会、福岡教育大学
共催 ACCU
後援 福岡県教育委員会（申請中）、北九州市教育委員会（申請中）、宗像市教育委員会、福津市教育委員会（申請中）、

大牟田市教育委員会、JICA九州（申請中）、公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟、ESD活動支援センター（申請中）、
九州地方ＥＳＤ活動支援センター（申請中）、日本ESD学会、ＡＳＰＵnivNet

２０２２年１０月２３日（日）１０：００～１６：３０（入室開始９：３０）

参加申込 二次元コードまたは以下のURLからお申し込みください
https://forms.gle/r4LEgppr5PYTjWK5A
〈申込締切〉１０月１４日（金）

参加無料

オンライン開催
（Ｚｏｏｍ）

対象 ユネスコスクール（キャンディデートを含む）のご担当者、チャレンジ期間に臨んでいる学校
のご担当者、そのほかご参加を希望される方

●10：00～10：20 開会行事

●10：20～10：40 趣旨説明及び本学ＥＳＤの紹介
福岡教育大学 准教授 奥谷 めぐみ

●10：45～11：45 話題提供「日本の国際協力と学校教育～持続可能な開発・ＳＤＧｓを踏まえ～」
ＪＩＣＡ九州 市民参加協力課 課長 齋藤 克義 氏

●13：15～14：00 実践発表「学校におけるユネスコ活動と教育課程」
宮崎学園中学校・高等学校 教諭 伊東 望 氏
都城ユネスコ協会 副会長 有里 泰徳 氏

●14：00～14：30 実践発表「高等学校との連携をふまえた義務教育におけるＥＳＤの在り方」
大牟田市教育委員会 指導室長 杉野 浩二 氏

●14：40～15：50 ユネスコスクール交流会
九州・沖縄ブロックのユネスコスクール担当者
九州・沖縄ブロックのユネスコスクールの生徒・卒業生

●15：50～16：20 コメント：琉球大学 准教授 大島 順子 氏
熊本県立大学 教授 石村 秀登 氏

総 括：福岡教育大学 教授 石丸 哲史

●16：20～16：30 閉会行事

https://forms.gle/r4LEgppr5PYTjWK5A

